
楽しめ！あーと in いわみざわ
【平成２２年度】

■ 事業概要
　「楽しめ！あーと in いわみざわ」は、表現教育・演劇教育の分野を兼ね揃えた複合イベントである。

高校生から一般を対象とした「いわみざわドラマシアター」が主軸事業となるが、これらの準備事業として「演劇

指導法ワークショップ」・「表現あそび教室」で形成される。また、「いわみざわドラマシアター」の付帯事業として

「映像ワークショップ」を実施し、稽古活動や本番上演時などの収録および編集までを担う。

■ 事業実施による効果
　この複合プログラムは各々単発の事業ではなく、一貫性を重視した取り組みである。小学生や中高年を対象
とした表現ワークショップの実施、そして高校生以上の一般市民に対して市民劇の受け皿をつくり継続すること
で、地域演劇人口の底辺拡大を図る。さらに、これらの事業の指導者として、地域の人材を起用し育てるというこ
とが最大の目的。継続することで、「市民が市民を育てる」というサイクルを創り上げる。基本的な対人理解やコ
ミュニケーション能力の向上にも繋げたい。

■ 運営体制
〈主催〉ＮＰＯ法人はまなすアート＆ミュージック・プロダクション

　　　　楽しめ！あーと実行委員会、いわみざわドラマシアター実行委員会

〈共催〉財団法人北海道文化財団

〈後援〉北海道、北海道教育委員会、岩見沢市、岩見沢市教育委員会

〈協力〉NPO法人劇団どっと、岩見沢演劇鑑賞会、南空知高校生演劇合同公演ＯＢ・ＯＧ

■ 事業イメージ
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対象：楽しめ！あーと実行委員および地域の人材（大学生以上を対象）

対象：楽しめ！あーと実行委員および地域の人材（大学生以上を対象）

対象：高校生から一般市民

　楽しめ！あーと実行委員や地域人材などがリーダーとなって、中高年を対象とした演劇ワークショ
ップも2日間に渡り実施する。また、地域の小学校を対象とした表現ワークショップを数回実施。
　上記「演劇指導法ワークショップ」同様にリーダー育成を目的としているが、副産物として、参加者
の表現力・コミュニケーション能力の向上へつなげたい。

対象：１８歳以上の一般市民 (大学生以上を対象)
　道内で活動する映像作家を起用し、参加者を対象とした事前ワークショップを計５回実施する。最
終的な活動の場として「いわみざわドラマシアター」稽古の様子や本番公演を撮影。編集・保存する。
また、翌年度以降のビジョンとして、ショートムービー(ドラマ)の撮影・制作や上映を行いたい。
　「楽しめ！あーと in いわみざわ」のメディア的役割を市民が担う。

　高校生以上の男女を対象とした市民演劇活動。参加した市民によって、キャスト・演出・制作・道具
・効果・衣裳メイクを協力して行う。いわば全て手作りの市民劇である。
　脚本は岩見沢在住で当実行委員でもある中島憲。昨年度70年代～80年代にかけた岩見沢を描写
したお話を完全オリジナルで制作する。
　「楽しめ！あーと in いわみざわ」の主軸となる事業である。

　「楽しめ！あーと in いわみざわ」の主軸となる、表現ワークショップ・いわみざわドラマシアターを
運営するリーダーを育成すべく「演劇指導法ワークショップ」を準備事業として取り入れる。
　演劇活動に対する受け皿が乏しい中学校現場に踏み入れ、演劇指導を数回に渡り実施。９月に行
われる学校祭での演劇ステージにてその成果を上演する。
　

地域人材→指導法を学び、実際にワークショップリーダーとなり活躍する。
中学生および教員→表現あそび教室およびいわみざわドラマシアターへの参加を促進。

募　　集

参加条件

定　　員

参 加 料

稽古会場

本番会場

本 番 日

平成22年9月中旬頃より

稽古に参加できる高校生以上の男女

特になし

無料（交通費などは参加者の自己負担）

まなみーる岩見沢市民会館　他

まなみーる岩見沢文化センター中ホール

平成23年3月21日(祝)　※予定

会　　場

稽古対象

稽古日程

本　　番

岩見沢市立明成中学校

同校生徒+担当教官

平成22年7月上旬～9月上旬まで約20回程度

平成22年9月初旬の学校祭演劇ステージにて

開催場所

対　　象
定　　員
ＷＳ回数
事前ＷＳ
事前会場

まなみーる岩見沢市民会館多目的室
岩見沢市内の小学校
中高年／小学生および父兄
各回20名程度
3回(平成22年12月～平成23年2月)
地域人材対象のＷＳを2回実施
まなみーる岩見沢市民会館内

募　　集

参加条件

定　　員

参 加 料

ＷＳ会場

ＷＳ回数

平成22年12月下旬頃より

活動に参加できる大学生以上の男女

20名

無料（交通費などは参加者の自己負担）

まなみーる岩見沢市民会館　他

5回程度

HamanasuArt 竹内 恭平

募集開始

参加者説明会（劇団旗揚げ）

　以降、約50回の稽古を実施する

本番公演

　まなみーる中ホール

 9月中旬

10月下旬

 3月21日

●

●

●

地域人材をリーダーに稽古を開始

　以降、約20回の稽古を実施する

本番公演

　学校祭演劇ステージ

 7月上旬

 9月上旬

(平成22年)
●

●

中高年参加者募集開始

中高年ワークショップ開催

 11月上旬

 12月4日～5日

1月下旬

2月下旬

（平成22年)

（平成22年)

（平成22年)

（平成23年）

（平成23年）

（平成23年）

●

●

●　小学生参加者募集開始

●　小学生ワークショップ開催

募集開始

参加者説明会（ワークショップ立上げ）

　以後、5回程度のワークショップを実施

ドラマシアター本番公演

　撮影⇒編集する

11月下旬

   1月下旬

 3月21日

●

●

●

実施による
効果

地域人材→小学生および中高年を対象とすることで、幅広い世代への指導を身に付ける。
参加者→表現力・コミュニケーション能力の向上。

実施による
効果

地元いわみざわにおける演劇活動の受け皿に。
継続することで地域に演劇文化を根付かせる。

広報宣伝において、時代に合わせた「映像」を位置づける。撮影・編集された作品(宣伝材
料)はWEB等で幅広く使用され、より一層の周知と住民理解が望める。

実施による
効果

実施による
効果


